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目的最近の数十年間，わが国では出生性比減少，死産’性比増加，低出生体重児性比の減少が観察

されている。これにあわせて都道府県別，地方区分別にみた周産期をめぐる性比の年次推移相

互に相関がみられるかについて検討した。

方法人口動態統計から1985～98年について都道府県別，地方区分別の出生‘性比，妊娠１５週までの

自然死産性比，低出生体重児性比を算出し，年次推移の推定値（単回帰分析の傾き）を計算し

た。性比の年次推移推定値相互の関係について，Pearsonの積率相関係数とSpearmanの順

位相関係数，およびそれら相関係数の有意水準を求めて，相互の関係を検討した。また５年ご

との平均値をとり，その推移についても同様の検討を行った。

結果全国的な性比の年次推移の増減傾向については，多くの都道府県や地方区分でも確認された

ものの，それぞれの年次推移推定値間には統計学的に有意な相関が明確には確認できなかった。

結論年次推移推定値のオーダーが各性比ごとに大きく異なること，都道府県や地方区分に分ける

と年度ごとのばらつきが極めて大きくなることが要因と考えられた。適切な指標を工夫するこ

とや，出生性比の変化が観察されている諸外国についても，死産性比や低出生体重児性比の推

移を調査することが必要であると考えられる。
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Ｉはじめに低出生体重児における女児割合の増加8)が観 察

されており，これらの推移の要因として胎内環

欧米やわが国において最近の数十年間，出生境悪化の可能性が示唆されている。もし，出生

性比の減少が報告されている')-6)。わが国では性比の減少，死産性比の増加，低出生体重児'性

人口動態統計を用いた検討から，出生性比の減上上の減少が相互に関連があるならば，都道府県

少と同時に死産性比（男児の胎内死）の増加7)，別，地方区分別にみたそれらの周産期をめぐる

性比の年次推移の間に関連がみ
表１全国の周産期にかかわる性比の年次推移(1985~98年)の有意性

られる可能性も考えられる。そ

出生’性比

出生性比（５年ごとの平均値）
妊娠15週までの死産性比

妊娠１５週までの死産性比(５年ごとの平均値）
低出生体重児'性比

低出生体重児性比（５年ごとの平均値）

年次推移(／年）

－０．０００３

－０．０００３

０．３９９６

０．４１７８

－０．００４７

－０．００４５

95％信頼区間(／年）

-0.0006～-0.0001

-0.0005～－０．０００２

0.2783～0.5208

0.3865～0.4490

-0.0057～－０．００３６

－０．００４９～-0.0041

こで本研究では，都道府県別，

地方区分別にみた周産期をめぐ

る性比の年次推移相互の相関に

ついて検討した。
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